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く
神
之
浜
巾
街
地
に
入
る
段
階
と
な
一
う
折
衝
し
、
大
体
認
め
ら
れ
る
見
込
み

り
、
こ
れ
ら
の
同
題
に
つ
き
本
釜
蹄
長
一
で
あ
る
。
そ
の
結
果
現
在
の
と
こ
ろ
、

と
矢
野
収
人
役
は
H
月
八
ロ
上
尿
、
凹
家
屋
の
移
叙
－
事
は
役
場
の
下
、
思
案

係
各
省
と
折
衝
一
九
日
帰
臨
し
た
。
　
一
橋
附
近
ま
で
、
道
路
の
本
工
聖
は
田
代

思
案
橋
ま
で
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屋
移
轄
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会
（
二
月
六
日
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道
、
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一
州
不
利
で
蟹
所
拡
張
閥
題
に
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泊
線
の
増
発
を
見
込
み
，
現
在
の
営

長
さ
れ
る
余
地
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
一
業
所
拡
張
・
鉄
骨
雨
庫
の
建
築
を
計
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と
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ら
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、
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し
て
消
防
会
館
敷
地
を
含
む
敷

増
加
に
つ
い
て

は
努
力
す
る
こ
と
に
な
一
地
の
貸
与
方
を
巾
入
れ
て
き
た
の
で
こ

つ
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扶
養
．
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務
等
の
卓
な
ど
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か
ら
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　新
寝
法
が
制
定
さ
れ
て
、
個
人
の
尊
く
な
る
の
こ
は
な
い
か
と
い
う
老
牙
が
一

厳苗
女
の
褒
曽
等
と
s
う
髪
出
・
く
る
の
て
す
が
鶏
に
い
・
と
言
ノ
戸
籍
は
父
が
死
亡
し

方
の
上
！
s
た
つ
て
民
法
と
戸
籍
法
は
全

而
的
に
改
川
さ
れ
、
全
く
新
し
い
法
律

に
変
り
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
法
律
に

よ
り
昭
和
l
l
十
l
i
i
d
r
を
基
唯
と
し
て
本

町
の
戸
籍
も
逐
次
改
め
て
き
た
の
で
ポ

が
ま
だ
三
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閂
位
の
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め
轡
き
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な
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と
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な
ら
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全

部
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年
目
r
城
元
字
奇
部
、
二
5
1
目

に
神
川
字
卒
部
の
戸
籍
を
改
め
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
ま
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廿
変
流
な
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れ
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か
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と
そ
れ
け
ハ
籍
の
元
締
で
あ

る
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務
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の
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よ
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よ
る
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籍
に
作
り
直
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そ
れ
は
夫
婦
と
親
子
と
い
う
親
族

共
同
体
た
け
で
戸
賠
を
降
る
事
に
な
り

昔
の
親
子
孫
と
T
l
代
に
わ
た
つ
て
作
ら

れ
た
（
戸
工
と
乏
族
全
部
）
戸
籍
を
な

く
す
る
三
め
で
す
。

の
戸
籍
に
轡
か
れ
よ

う
が
、
ど
の
氏
を

称
し
よ
う
が
そ
の
身
分
に
基
レ
て
牛
す

る
、
権
利
、
義
務
例
え
ば
扶
癒
の
義
務

相
続
等
の
権
利
に
ほ
伺
の
影
響
も
な
い

の
で
あ

り
ま
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。
他
の
戸
籍
に
古
か
れ

る
こ
と
は
便
宵
の
問
題
で
あ
り
、
身
分

の
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題
で

は
あ
り
±
せ
ん
。
そ
れ
こ
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勇
で
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前
で
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本
釜
譲
長
は
協
議
会
の
決
定
に
よ
りl

矢農
入
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二
六
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、
小
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を
つ
い
て
議
員
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全
員
三
林
班
梅
ノ
木
の
町
有
林
に
行
幸

一記
念
植
林
を
実
施

1

お
さ
え
て
初
優
勝
を
ぷ
げ
た
。

区
間
賞
は
次
の
と
お
り

一
区

中
馬
重
夫
、
二
〇
分
三
秒

走

共
に
、
議
会
か
ら
正
副
一
行
う
こ
と
に
な
つ
た
。

議
長
、
総
務
委
員
長
を

交
渉
委
員
に
選
任
し
今

後
交
渉
を
行
う
乙
と
に

な
つた
。

県擾
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し
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入
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で
は
戸
籍
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解
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れ
て
、
親
子
の
戸
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あ
な
た
の
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籍
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う
変
る
ー
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頭
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妻　
∧
長
子

弟
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妻
入
次
子

長
男
　
I
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一
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ら
全
国
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戸
紐
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に
｛
♪

右
の
戸
籍
は
父
一
郎
と
長
男
一
夫
が
残

り
専
長
子
弟
二
郎
弟
方
次
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は
死
亡
し

て
除
籍
さ
れ
て
い
ま
9
こ
ん
な
戸
籍
は

親
と
子
だ
け
の
戸
籍
で
す
の
で
こ
の
ま

、
で
よ
い
の
で
す
が
昔
の
戸
籍
で
す
の

で
こ

れ
に
改
め
る
理
由
を
書
い
て
改
め

る

の
r
す
こ
ん
な
簡
単
な
戸
籍
を
改
め

欝
く
串
を
私
ど
も
は
「
簡
易
改
製
に
ず

る
と
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ま
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。
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孫
　
丙
子

一勇
の
婁

一舅
婦
の
長
女

二
男
婦
の
長
女

右
の
戸
籍
中
一
男
と
二
男
の
謹
甲
子
は

死
亡
一
郎
の
孫
乙
子
丙
子
は
一
郎
と
親

子
の
関
保
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
末
成
年

者
で
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つ
て
も
乙
子
と
丙
子
は
別
々
に

新
し
い
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が
で
き
、
一
郎
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も
と
の

戸
籍
に
残
る
の
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す
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戸
籍
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る
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務
が
本
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の
四
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一
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ら
始
ま
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す
が
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分
計
画
工
事
の
入
札
が
二
月
三
H
行
わ
l
　
な
お
こ
の
外
、

れ
、
九
七
万
円
で
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栄
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（
益
田
宗
男
［
さ
れ
た
工
弔
ば
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落
札
し
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轟
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．
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ら
れ
た
ら
失
対

監
小
会
に
出
席
、
一
二
日
は
町
長
と
同
．
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
予
冗
で
あ
り
ま

11月
中
に
人
札
に
附

池
田
小
学
校
、
宿
利
原
小
学
倹
増
築
上

事
そ
れ
ぞ
れ
二
較
室
あ
て
、
延
八
〇
坪

ユ
事
期
限
は
六
月
一
五
H
、
M
1
1
K
h
i

円
で
桑
原
組
が
落
札

　
町
道
久
持
締
側
纏
新
設
工
事
ー
循
見

尾
坂
延
長
九
〇
米
の
側
潤
、
　
－
E
f
i
限

一

三
月
一
七
x
、
一
二
万
女
千
円
で
澱
辺

一
組
が
落
札

し
た
。
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町
公
朋
熱
挙
推
鵡
協
議
会
で
は
’
昨

年
十
二
月
公
明
ぷ
挙
推
進
の
一
端
と
し

て
行
わ
れ三
話
し
合
い
運
動
L
の
旦
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備
の
た
め
世
餉
調
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行
い
ま
し
た
が
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l
＝
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
分
託
四
秒
四

　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
分
一
六
秒
六

　
　
　
　
　
　
　
　一

五
分
＝
二
秒

な
お
、
全
コ
ー
ス
一
宙
の
所
培
時
間
当

て
を
懸
賞
苺
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多

数
の
応
募
が
あ
つ
た
が
、
適
申
者
な
く

最
も

近
い
時
聞
を
寄
せ
ら
れ
た
次
の
人

を
決
定
さ
れ
た
。

正
解
　
二
時
閲
＝
一
分
一
砂

一
等
　
二
時
閲
一
p
t
分
I
I
O
秒
　
沖
田

壱
峰

新
久
W
博
文

二
等
　
二
時
間
八
分
三
秒
四
　
大
根
占

鳥
井
戸
百
枝
蟄
　

，

．
．
Q

棺薯時間区1順位1
小1

1

2
3
4

5
6
7

8
9

「2闇2釧萩
2．12．03
　2．　18．582
2．19．51
　2．21．592
　2．　22・　51　4

2．25．59
2．38．582
　2．　42．　44　8

　
　
日

け

署
百

A
中

B
百
M

刷晶
林
川
晶
校
嘘

八
人

池
宿

営
神
高
大

高
人

神

区
肚

麟
舗ぽ

舗
齢
観
臨
楚

さ
れ
る
と
色
々
日
常
の
取
扱
事
務
と
改

正
事
務
と
の
間
に
不
都
合
な
事
が
お
こ

り
※
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
事
が
な
い

よ
う
に
出
牛
死
亡
を
除
く
届
出
は
な
る

べ
く
本
籍
地
の
市
町
村
に
届
出
し
て
い

た
叉
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

巴矯1五段区1奏蚤隔栗恒閤㍉区一
花ノ

宿十｜1原★

池田1’f

営林署
神川1’i

高快A
大根占中

高校B
大根占百
神ノ浜青

体
協
主
催
の

柔
創
道
大
会

町
仏
協
の
本
年
度
第
一
回
柔
剣
大
会
は

iII月
十
六
日
南
大
“
姻
高
校
大
根
占
校
舎

」

一
で
、
中
学
、
高
校
、
一
舶
多
数
の
各
関

係
者
が
来
席
酪
大
に
実
施
さ
れ
た
。
成

緻
は
次
の
と
お
り
。

一

中
学
校
剣
道
団
体
融
、
　
一
位
　
小
倉
、

長
浜
、
尾
辻
、
馬
場
、
四
元
、
二
位

1一合
田
、
野
呂
、
崎
田
、
落
司
、
前
原
、

1股
剣
道
団
体
戦
、
一
位
松
田
、
下

世
、
上
舞
、
m
p
　
：
1
、
二
位
築
地
、
河

野
、
申
村
（
尚
）
森
川

個
人
の
部

中
学
校
　
一
位
　
小
倉
、
二
位
　
良
浜

　
1
1
I
位
四
元

　一

股
、
一
位
迫
立
、
二
位
申
村
（

・

　
尚
）
＝
位
　
下
世

一
般
柔
道
団
体
戦

一
荷
　
益
田
、
堀
之
内
、
坂
下
、
二
位

　
牛
見
、
隈
元
、
泉

I般
個
人
馳

一
位
　
4
見
、
二
位
　
益
田
、
三
位

堀
之
内

su
の
c
e
a
x
が
ま
と
ま
・
裂
し
ま
と
め
る
“
が
五
八
゜
七
％
で
笙
位
・
次

そ
れ
に
よ
る
と
調
斉
票
の
回
牧
は
三

「ハエや蚊が多くて困る」

　世論調査の結果から
　
　
　
　
　
　
　
　
に
”

人
物
の
よ
い
人
を
パ
ぶ
”
と
答
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ooO
戸
に
対
し

て

た
の
が
二
九
・
二
％
”
自
分
の
出
身
地
［

四
割
右
分
の
一
四
N
の
人
に
没
票
す
る
’
と
い
う
の
が
七
゜

ア

枚
で
、
そ
れ
ぐ
○
％
て
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
調
査
項
目

に
対
す
一
「
税
金
や
そ
の
他
の
支
出
を
し
や
す
く
※

る

答
は
次
の
と
お
り
1
　
す
る
に
は
」
と
い
う
間
に
対
し
て
は
｝

で
す
。
ま
ず
r
か
ね
一
”
貯
蓄
組
合
を
W
る
”
　
1
1
五
・
五
％
”
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
の
く

ら

し
の
中
で
家
計
河
を
つ
け
て
年
閲
の
計
画
を
止
C
一

一
番
困
つ
て
い
る
こ

る
”
一
三
一
・
一
％
出
来
秋
に
”
L
’
と
め
て

詫鯨
頷
蕊
魏
詑
竃
わ
ぽ
笥
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

困
る
〃
が
l
i
三
．
九
一
％

％

で
一
番
多
v
、
次
　
ま
た
「
麗
業
生
産
面
で
一
番
困
る
こ

三

三

年

度

第

次

自
衛
官
募
集
1
1
じ
ま
る

”
L
E
ー
i
l
l
l
l
年
度
第
一
次
二
等
陸
士
、
ご

等
海
士
及
び
二
等
室
士
の
募
集
が
左
の

と

お
り
は
じ
ま
り
ま
す
か
ら
、
I
年
諸

君
は
名
数
受
験
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
ま

す
。

暮
集
人
員

二
等
陸
士

二
等
海
士

II等
室
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

約
I
O
、
○
○
○
名
㎜

約

　　
　
三
〇
〇
名
一

約
　
　
五
川
○
名

い
で
”

飲
水
や
用
恨

に
困
つ
て
い
る
”
が

11一　
・
九
％
こ
れ
は

　
但
し
法
律
の
改
止
に
よ
り
定
員
増
加

が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
海
室
に
っ
い
て

け
地
加
浮
用
さ
れ
る
。

※

応
寡
資
格

一宿
利
原
校
区
で
は
四
三
・
九
％
の
高
率

で
同
地
区
の
水
の
な
や
み
は
深
刻
な
も

看
あ
る
ご
と
を
秀
て
s
ま
す
．
次

汀
喪
て
募
で
璽
す
る
人
を
決

一に
「選
挙
を
明
る
く

公
正
な
も
の
に
す

一る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
は
、
”
政
策
や
政
見
を

と
」
と
い
う
の
に
は
、
”
鱒
道
が
思
い

”

が
L
；
r
a
二
・
○
％
で
序
倒
的
に
多
ぐ
”

耕
地
が
遠
ぐ
散
ら
ば
っ
て
い
る
〃
一
七

・

11％
な
ど
で
す
。

　
次
に
町
政
に
対
す
る
意
見
、
要
望
に

つ
い
て
は

　
町
道
や
農
直
の
整
備
、
改
修
ピ
つ
い

て
述
べ
た
も
の
が
六
七
人
で
一
番
多
く

次
い
で

　
町
税
に
つ
い
て

三
四
人

昭
和
八
年
六
月
二
日
か
ら
昭
和
一
五

年
六
月
一
H
ま
で
の
問
に
生
れ
た
一

八
オ
以
上
二
五
才
未
満
の
日
本
国
籍

を
有
す
る
男
子
で
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
穿
有
す
る

者

　
町
政
を
朋
る
く
、
内
容
や
町
議
会
の
※
　
受
付
期
間
及
び
場
所

動
き

を
町
民
に
も
つ
と
よ
v
知
ら
す
（
，
　
昭
和
三
三
年
三
月
一
日
か
ら
g
e
M
　
1

き

た
、
部
薗
頑
会
右
開
く
べ
き
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
日
斗
で
町
役
場
総
務
課
庶
務
係
で

な
戸
広
報
活
鋤
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
け
ま
す
。

一
二
入

営
農
資
金
に
つ
い
て
　
　
二
臼
人
　
一
※
試
験
期
間

積
極
的
な
司
藁
振
興
策
を
　
一
六
人
　
　
　
昭
相
三
三
年
四
月
二
五
日
か
ら
五
月

町
議
会
に
対
す
る
批
判
　
　
二
一
人
　
　
一
一
日
ま
で

役
場
の
窓
口
蟻
務
に
対
ダ
る
■
見
九
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
採
用
時
期

な
ど
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
w
w
士
昭
和
一
三
二
年
六
月
以
降

聾
協
嚢
で
は
近
く
馨
篇
き
ご
二
藷
士
同
　
七
月

の
結
果
を
折
込
ん
だ
話
し
合
い
実
施
計
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
等
室
士
同
　
七
月
以
降

画
を
寸
て
、
町
一
円
の
話
し
合
い
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
展
開
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
。
一

i



（2）昭和33年3月10日報町占根大第63号

土
地
條
件
の

整
備
松

防
災
営
農
確
立
に
重
点

33

年

度

産

業

振

興

計

画

経
済
課
で
は
新
牽
度
以
降
の
川
業
振
興
計
画
を
作
成
、
1
1
月
十
h
口
［
開
催
の
農
某
委
日
会
に
禍
問
、
原
案
に
決
定
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
基
本
的
に
は
士
地
条
件
の
整
備
を
計
る
こ
と
に
霜
点
を
個
き
’
さ
し
あ
た
り
本
年
は
全
農

家
の
認
識
を
高
め
、
事
芽
実
施
の
体
制
を
固
め
る
た
め
に
、
座
談
会
零
を
通
じ
啓
発
に
当
り
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ

と
に
k
つ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
現
在
申
請
中
の
新
農
川
漁
村
建
設
計
画
ゼ
折
込
み
笑
施
す
る
予
官
で
、
こ
の
た
め

特
別
助
成
地
城
の
指
定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。
経
営
指
導
椥
で
は
’
防
災
営
農
を
推
進
し
水
、
陸
稲
の
早

期
栽
培
の
普
及
に
よ
り
才
食
の
肯
給
度
を
高
め
、
前
後
作
に
商
品
作
物
、
飼
料
作
物
を
と
り
入
れ
て
、
畜
け
振
興
と

牧
入
の
増
大
を
罰
る
。

※
土
地
條
件
の
整
備

1
、
両
根
占
ナ
即
改
艮
区
域
内
は
叩
欝

　
団
体
営
の
か
ん
が
い
排
入
申
辛
と
併

　
行
し
て
、
区
両
整
田
、
樫
道
の
整
備

を
何
迎
す
る
。

2
、
老
朽
化
し
た
用
水
路
の
改
修
を
促

准
す
る
。

3
、
未
利
用
地
の
開
川
、
開
畑
痴
勧
奨

する
。

4
、
上
げ
方
川
の
畑
地
の
友
換
分
合
と

　
階
段
畑
設
踏
を
勧
奨
づ
る
。

※
耕
種
改
善

1
、
地
力
を
高
め
る
た
め
賠
業
改
艮
資
一

金
の
叉
に
よ
。
掌
培
警
．
旦

促
枇
す
る
。
　
　
　
　
　
　
一

2
、
優
疑
際
機
具
の
荊
入
と
堆
肥
舎
改
［

　
善
を
促
戒
す
る
（
農
業
改
良
資
愈

3
、
優
艮
品
相
の
普
及
史
新
の
た
め
採
［

⑦
’
1
1
1
1
I
一
　
e
　
，
I
I
I
t
t
　
O
T
l
［
1
1
I
r
　
O
三
＝
ニ
〇
三
一
三
八
“
U
三
三
一
一
〇
二
三
＝

o
今
迄
役
牛
痴
飼
つ
て
い
る
ほ
と
ん
一
い
な
か
つ
た
。

　
種
圃
を
設
齢
、
ま
た
展
示
圃
を
設
け
i
に
努
め
る
。

る
。
　
　
　
　
　
　
一
※
林
　
業

4
、
茶
ま
は
池
田
、
宿
利
原
地
区
は
現
1
・
末
炭
加
ド
技
術
の
向
上
を
図
る
。

在
の墾
霜
を
欝
し
、
倫
占
2
・
樹
苗
の
蔑
霧
め
’
菓
の
H

　
神
川
校
区
は
二
五
町
歩
を
目
標
に
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
を
計
る
。

籠
舗糎
度
に
組
茶
工
場
※
水
産

※
畜
産
振
興
　
㎜
蕊
鶏
海
芭
貝
狛
の
養

－
撫
灘
翻
竃
群
蕎
工
業

　
県
杓
紳
馬
は
当
分
保
笛
す
る
。
　
　
　
経
党
診
断
の
実
施
に
よ
．
⇔
企
工
合
卯
化

2
、
和
牛
け
資
格
牛
僅
か
に
二
割
と
い
と
、
合
融
面
の
研
究
改
善
に
努
め
る
。

う
現
状
か
ら
質
の
向
上
を
引
り
、
頭
　
※
生
活
改
善

　
徽
も
一
時
家
当
り
一
．
五
頭
ま
で
則
婦
人
会
の
組
織
を
通
じ
て
、
后
区
別
ぷ

　K
す
る
よ
う
に
努
め
る
。
　
　
　
　
　
習
余
咋
痴
m
き
故
轡
に
努
め
る
。

3
、
養
味
も
別
途
計
画
ゼ
よ
り
振
興
を
◇
次
の
表
は
特
別
助
成
地
域
F
指
冗
さ

　
引
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
場
合
、
．
↓
一
年
度
に
宰
施
を
予

4
、
そ
の
他
養
鶏
は
卵
肉
兼
用
欄
痴
普
　
冗
さ
れ
て
い
る
杜
業
の
一
覧
で
事
緩

　
皮
し
、
緬
山
羊
も
漸
次
頭
数
の
増
入
　
量
と
事
業
費
は
概
算
’
C
あ
る
。

事罪内容
開田　　30反
水路　　400m

開田　　16反
水路1，000m

2，400，000

事1業撒

？O反
400m

160，000　16反
・000m

受益範囲

30戸
30反

20戸
｜6反

3（）反

30反

開畑

開畑

延長　1，200m

名区地

神川、河内

300，000

ヨ〕O，ooo

800，000

冶ノ尾、安水
半F石、石坂

30反

30反

戸
反

戸
反

30
30
　
2
0
加

1，200m

±ls業主fイ＼

　150戸
1，200m

倉

　
川
　
浜

合
　
合

留
　
神
　
鳥

組
ノ」・

組小

名
　
　
田
　
　
田

力

休

　
体
　
合組

開
　
　
閲

団
　
　
団
　
　
小

畑
　
畑

間
　
　
閉

共同給水施

一、IT丁ク
石

ク
ツ
役

ン
ロ

型

コ
ブ
C

450，000

　　　　　　 　　　　　　　

・・・・… 惨集荷所
320，0001改築

120個80戸

1陳　20坪90戸
gu町

1棟 32坪

大根占地区

1嬬

原

　
元

利宿

　
城

協漁

大根占農協

大根占麗協

魚巣施設

共同利用施設

1扇
ぽ
一

利
倉

1
同
忠

共
農

ど
の
農
家
は
、
牛
を
俗
に
“
使
い
つ
ぶ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

す
”
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
ひ
ど
い
扱
い
一

力
て
、
牛
は
う
す
暗
い
小
含
に
毎
H
ぷ
一

5才牛を100日で〃1一4
役牛肥育の考え方

づ
く
り
に
は
げ

み
な
が
ら
、
ろ

♂

な

エ
サ
も
互

元
ら
れ
す
・
皇

繁
期
に
な

の
と

瓶、

理
ゼ
こ
き
つ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

か
わ
れ
て
年
γ

い
て
や
せ
具
え

パ
ク
ロ
ウ
に
二
一

足
I
I
’
久
て
貝
い

と
ら
れ
て
い
v

と

い
う
の
が
現

状
だ
つ
た
。
そ

の
た
め
、
新
ら

る
の
に
い
ま
ま
で
飼
つ
て
い
た
牛
に
さ

ら

に

”
追
い
鈍
”
を
し
な
け
れ
ぱ
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
l
l
l
l
l
l
t
O
i
S
I
U
I
一
，
O
’
一
三
一
「
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
で
　
（
資
本
）
　
S
回
転
も
早
く
な
り
経
営

新
し
い
牛
の
外
境
金
」
鯵
恒
璽
『
二
ヵ
月
と
§

iL
H
I
I
t
入
U
三
一
三
〇
三
一
三
入
U
三
三
」
0
‘
三
三

あ
る

エ
サ
を
与
え
，
最
後
の
一
カ
月
問

（第
二
期
）
は
r
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
サ

ツ

マ
な

ど
、
デ
ン
粉
鐵
の
多
い
エ
サ
に

重
き
を
置
い
た
方
が
艮
い
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
三
三
一
〇

の
期
間
に
分
げ
、
最
初
の
期
間
は
大
一
旦

カ

ス
、
尖
な
ど
タ
。
白
習
か
な
E
l

霞
欝
の
推
進

己

指
導
の

統
一
強
化
を
要
望

農

業

委

員

会

ひ

ら
く
H

本
町
の
農
筆
計
画
は
、
最
近
で
は
昭

役
用
に
も
充
分
使
つ
て
、
い
さ
売
る
i
て
お
り
九
十
～
百
日
が
最
も
よ
い
o

と

き

に
は
、
充
分
肥
え
た
肉
用
に
も
　
上
手
に
な
れ
ぱ
九
十
日
で
ほ
と
ん
ど

ゾ
派
に
役
に
晃
バ
ク
。
ウ
に
”
追
〔
替
ま
淫
上
げ
る
こ
と
が
で
き

い
ゼ
ニ
”
を
う
る
ど
こ
ろ
か
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
し
、
な
れ
な
い
う
ち
は
百
日
で
も

牛
と
何
万
円
か
ま
と
ま
つ
た
現
念
が
　
　
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。

手
に
入
る
陳
す
る
。
そ
の
ピ
ケ
ツ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百

日
で
一
五
〇
キ
ロ
増
し

仔
牛
を
二
～
三
匹
生
川
後
に
肥
育
す

る
こ
と
で
あ
る
。

三
I
I
I
　
O
二
M
I
±
t
O
　
t
l
i
［
l
t
t
　
O
一
1
1
H
l
d
　
O
三
一
三
∧
U
一
三
三

ト
タ
　
ラ
タ

特
に
注
意
す
ぺ
き
点

v
v
v
v
～
v
v

疲
れ
す
ぎ
な
い
よ
う

和
二
十
六
年
に
農
業
を
中
心
と
し
た
汗

業
振
興
五
力

年
計
画
が
発
表
さ
れ
’
昭

和
l
，
十
臼
度
で
一
応
終
了
し
，
そ
れ
以

後
は
計
画
の
樹
立
が
な
い
ま
＼
に
な
つ

一

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
昭
相
三
卜
三
年

度
農
業
計
画
と
し
て
立
案
さ
れ
農
葬
奈

一

員
会
に
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
委
員
会
の
一
竈
誠
状
品
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

最
近
で
は
経
折
の
変
鋤
が
激
し
く
計
画

案
の
客
議
に
つ
い
て
も
い
ろ
く
の
難

題
が
あ
り
慎
田
に
審
議
さ
れ
活
発
な
ぼ

見
の
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
．

最
近
本
町
の
大
き
な
課
題
と
な
つ
て
い

る

新
農
山
漁
村
建
識
計
画
、
強
力
な
推

進
を
嬰
銀
さ
れ
て
い
る
水
随
稲
の
早
期

栽
培
、
そ
れ
に
と
も
な
つ
た
前
後
作
の

関
係
、
耕
＋
培
養
事
業
、
薪
障
振
興
の

問
題
t
制
度
論
融
の
利
用
促
進
有
関
す

る
間
頒
、
抹
翻
圃
の
閥
題
等
皿
要
な
問

題
で
あ
り
ま
3
が
、
委
員
会
と
し
て
は

執
行
当
烏
が
こ
の
川
画
を
忠
実
に
実
現

逮
成
の
た
め
に
努
力
す
る
も
の
と
し
て

計
画
案
を
承
認
し
ま
し
た
。
申
で
も
剃

一
農
山
漁
打
建
設
計
画
は
こ
の
計
画
趨
成

Iの
う
え
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
重
要

　
　
　
　
　
　
∧
U
　
↑
三
一
一
一
〇
三
一
二
∧
U

lo
、
役
用
に
使
う
際
は
食
後
　
時
間
を
一

絶
対
に
さ
け
る
。
牛
は
食
物
を
反
ス
ウ
一

問
題
で
あ
る
の
で
こ
の
事
業
の
強
力
な

一

推
進
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
問
題
と
し
て
は
、
技
術
指
導

の
統
1
、
つ
ま
り
技
術
員
の
横
の
速
絡

を
密
に
し
て
個
々
ぱ
ら
く
の
指
項
を

厳
に
慎
む
よ
う
要
累
さ
れ
、
畜
斥
に
し

ろ
’
疏
菜
に
し
ろ
’
ま
た
1
般
の
農
作

物
に
し
ろ
、
計
画
生
再
、
計
画
出
荷
で

な
け
れ
ぱ
今
後
の壁
経
堂
の
行
づ
ま

る
と

云
わ
れ
て
い
る
折
、
慎
重
な
計
画

執
行
と

経
営
指
導
の
強
化
を
要
望
し
ま

し
た
。

◇
稻
の
早
期
栽
培

　
　
一
は
ウ
ス
プ
ル
ン
八
8
倍
に
圭
分

A
旬
‖
苗
代
予
定
地
、
育
苗
資
材
、
憩
一
間
ひ
た
す
か
、
温
湯
僧
霞
）
W
温
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
子
の
雌
備
を
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
在
意
す
る
。
発
穿
適
温
は
二
五
度
前

申
下
旬
‖
種
ま
き
は
1
1
五
日
か
ら
二
九
　
　
後
。

　
日
ま
で
に
終
る
。
選
種
、
僧
毒
を
や
◇
麦
、
菜
種
の
管
理

　
り
、
催
芽
は
芽
三
、
、
バ
、
根
六
、
、
バ
反
当
上
旬
‖
麦
は
最
後
の
中
耕
を
浅
く
す
る

　
・
　
　
：
　
　
　
一
三
坪
に
○
・
五
　
穂
肥
を
反
当
窒
素
一
・
五
ゴ
、
加
里

業

二
♂
害
を
み
て
や
り
、
深
目
に
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
れ
、
溝
上
げ
も
し
、
湿
害
を
防
ぐ

作

曇
掻
苔
饗
し
た
ら
深
目
に
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
せ
、
開
花
初
期
F
花
肥
を
施
す
硫

農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
で
反
当
八
ヤ
ロ
程
度
、
湿
害
防
止
に

の

暮
し
蜜
害
の
防
除
客
う
。

月3

ラ
　
　
　
　
ラ
ラ

肥
育
時
期
と

期
間

v
v
v
v
J
v
v

農業陵術員連絡協議会

○
　
牛
の
肥
（
ー
を
6
う
か
ら
に
は
、
牛

が
ま
だ

元
気
て
r
サ
の
食
い
込
ぺ
が
よ

v
、
巧
分
に
も
実
し
占
白
、
体
゜
こ
れ
る

時
山
（
日
令
）
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
ゴ
ご
・
ぢ
え
ら
れ
C
。
い
ま
ま
g
v

し
い
牛
を
人
れ
一
の
七
－
八
、
1
で
廃
牛
∴
τ
る
の
．
」
は
肥

　
　
　
　
　
　
育
に

は
お
そ
す
ぎ
る
。
と
う
し
て
も
四

　
　
　
　
　
　
～
五
オ
ご
ろ
が
適
期
で
あ
る
。
こ
の
こ

　
く
e

旬
に
苗
床
を
す
る
。

保
温
と

乾
燥
に
注
ぼ

◇
緑
肥
の
種
ま
き

地
力
の
絆
持
増
進

の
九
め
中
ド
旬
に

か
け
て
春
ま
き
緑

　
目
榔
は
ど
の
符
度
に
お
v
か
e
ま
ず

翰
四
〇
〇
パ
程
停
の
牛
を
百
日
後
市

OO
－
＋
L
r
o
g
，
　
：
に
出
来
れ
ば
上
”
”

で
あ
る
。
百
日
で
二
〇
〇
ぷ
口
増
し
と

も
い
わ
れ
て
い
．
」
パ
、
黄
山
一
な
か
；
，

か
困
ポ
ナ
。

ヘ
　
ラ
ラ
ツ
　
ハ
　
　
ト
　
ラ

H
サ
を
ど
う
す
る

J
J
J
V
V
V
U

o
　
肥
育
の
エ
サ
を
倒
で
も
r
近
に
人

る
も
の
を
、
上
手
ゼ
利
用
品
る
ご
と
が

採
算
を
よ
く
す
る
上
に
、
も
つ
と
も
大

’

◇

茶
園
の
管
理

上
旬
‖
除
草
を
か
ね
て
浅
い
中
耕
を
す

　
る
。

中
佃
月
一
番
菜
の
芽
出
肥
、
速
効
性
の

ア
タ
マ

　
ヒ

ン
ト
　
①
関
西
に
あ
り
昔
は
チ
ヌ

の
侮
と
も
呼
び
ま
し
た
。
②
多
く
な
い

一
の
で
頭
を
な
や
ま
し
ま
す
。
③
町
民
に

親
L
ま
れ
譜
座
な
a
開
い
て
い
ま
す
。

　
わ
か
つ
た
入
は
二
五
H
才
で
町
役
場

広
報
係
あ
て
に
送
つ
て
ト
さ
S
。

　
正
解
者
に
は
抽
せ
ん
で
田
名
に
記
念

の

体
操

品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
先
月

の
答
は
、
1
、
タ
ク
ヤ
ケ
タ
カ

2
’
ヤ
ケ
ナ
イ
　
で
正
解
者
は
木
場
の

湯
田
幹
広
さ
ん
た
．
．
1
人
で
し
た
。

　
今
月

の
問
題
は
、
割
に
や
さ
し
い
で

す
。
な
お
、
役
場
職
員
と
そ
の
家
族
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
肥
を
植
え
る
。
租
子
斌
は
、
レ
ン
ゲ

　
1
1
・
五
リ
ッ
ト
ル
、
ル
ー
ピ
ン
’
大

　
百
で
九
リ
ツ
ト
ル
位
。

◇
甘
曙
の
育
苗

　
上
申
旬
に
か
け
て
苗
床
の
設
置
ふ
み

　
込
み
、
碩
イ
モ
の
消
毒
伏
込
（
僧
幽
母

三

三
一
〇
三
一
＝
一
一
A
U
二
一
三
く
U
，
U
l
l
l
i
O

目
方
・
肉
質
良
く
な
る

石駕そ
の
時
間
は
覆
三
〇
分
か
○
役
牛
を
そ
の
ま
、
k
l
〈
〉
ツ
ブ
シ
に
売

ら

始
つ
て
ち
考
ど
［
1
1
0
S
ぐ
ら
い
k
1
る
よ
り
、
響
し
て
売
れ
ば
、
男
が

窒
素
を
施
す
。
発
芽
前
の
ア
ヵ
ダ
ニ
安
水
部
落
公
民
舘
の
総
会

星
、
多
嘉
の
防
除
．
　
一
案
馨
翁
讐
は
旧
胃
の
二

※

「
農
業
か
ご
し
ま
」
の
一
月
＋
九
日
経
会
を
開
き
・
新
年
度
の
役

　
お
す
す
め
　
　
　
　
　
頁
選
出
、
事
業
計
画
な
ど
を
決
め
た
。

「農
業
か
こ
し
ま
」
（
月
刊
）
は
県
の
【
こ
の
総
会
は
’
老
人
か
ら
子
供
に
い
た

農
業
改
艮
課
が
発
行
し
て
い
る
近
代
雌
　
l
i
る
※
で
部
落
民
全
員
が
出
鯖
し
、
記
念

灘
灘
纏
灘
羅
　
　

冒
二
〇
円
で
・
あ
な
た
の
聾
に
躯
か
ら
九
時
ま
で
、
餐
は
i
f
i
m
a
I
Z

問

‖
土
地
取
上
け
1
1

私
各
儀
G
賃
借
し
家
内
が
耕
作
し
て
い

る

畑
を
地
主

（専
桑
農
家
）
は
「
局
子

が
学
校
を
卒
楽
し
人
手
が
多
く
な
つ
た

か
ら

ぜ
ひ
培
し
て
v
れ
」
と
い
つ
て
来

答問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　9
肥
富
、
と
v
に
§
す
る
点
は
か
る
・
こ
れ
を
ム
＝
D
ご
ド
ッ
サ
リ
食
ふ
え
る
以
外
に
次
の
考
な
利
点
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　闇
初
期
竺
期
と
第
二
期
に
役
用
に
べ
喜
た
あ
と
’
す
ぐ
S
か
芹
ぱ
・
り
r
ナ
イ
フ
を
引
S
て
も
押
し
て
窃

　
　　
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
：
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
物
か
胃
の
中
で
醗
酵
し
て
’
バ
ラ
痛
れ
な
い
牛
カ
ツ
か
ら
、
や
つ
と
H
本
入
　
　
曲
歴

璽
に
注
意
　
　
饒
鍵
諦
諸
臼
謙
竃
議
総
は
そ
の
ー
に
保

　
，

　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
必
要
な
こ
と
だ
・
　
　
　
　
売
り
値
蕎
く
な
る
。
た
）
　
y
1
サ
が

例

第

輪詩
い
震
難
翼
露
ぱ
劇
編
を
忘
れ
ぬ
こ
と
一
‥
霧
蕊
〔
・
▽
鯵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v
る
こ
と
。
牛
の
疲
れ
獲
は
、
誓
U
そ
れ
に
、
塩
を
わ
マ
れ
な
い
こ
と
る
よ
う
S
し
た
力
が
よ
S
e

　
　
　
　
　
’
1
’
五
三
・
〇
二
・
一

大
¢
カ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
の
“
つ
ら
”
を
み
て
い
る
人
な
ら
す
と
く
ゼ
役
用
に
し
た
場
合
は
必
娯
Z
2
e
　
：
然
し
、
不
時
の
皐
故
に
備
え
、
家
畜

　
　
　
　　
1
1
・
］
　
U
］
．
1
1
　
1
・
九
ぐ
判
る
し
、
汗
の
貴
合
で
も
判
断
す
必
ず
亘
○
○
⊥
吾
グ
ラ
ム
を
共
※
加
入
潜
霧
加
入
で
も
あ

粉
K
小
麦

　
　
　　　
三
．
四
四
．
○
．
一
．
六
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
エ
サ
F
ま
ぜ
て
与
え
る
。
　
　
　
　
　
り
汁
す
の
で
、
病
気
や
死
亡
か
ら
守
二
頭
と
尻
上
り
増
加
し
て
い
ま
ず
。
第

小

　
麦

鴇
鰭
囎
。
よ
う
に
い
た
醸
蕊
熟
酬
牽

一農業委員会
ま
し
た
。
返
す
と
勤

先
か
ら

も
ら
う
給
料

だ
け
で
は
足
り
な
い

の
で
す
が
返
さ
な
け

れ
ば
’
t
ら
な
g
l
・
J
し
［

よ
う
か
。

答

賃
借
人
が
専

w
メ
農
家
で
あ
ろ
う
と

震
葬
を
従
と
す
る
兼

輩

控
家
で
あ
ろ

う
と

尾
な
K
i
y
m
．
J
．
H
る
で
し
ょ
毛
霞
露
露
麓
鷲

・

で

取
上
げ
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
あ
一
戸
数
十
L
l
l
t
q
て
今
年
度
の
堺
業
計
画
と

り
ま
S
ん
’
こ
の
場
合
機
地
法
二
十
条
し
て
農
道
の
継
続
改
修
、
水
道
施
設
の

二
項
各
号
ゼ
照
ら

し
て
み
て
賃
借
人
の
計
画
促
進
な
ど
を
と
り
あ
げ
。
全
部
落

4
計
を
お
び
や
か
す
こ
と

が
明
ら
か
で
民
一
致
し
て
虚
成
に
努
力
す
る
。

あ

れ
ぱ
．
三
号
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
　
新
年
度
の
役
員
に
は
、
館
長
兼
部
落

て
知
箏
は
取
上
げ
を
認
め
ま
せ
ん
。
　
長
池
水
国
栄
、
才
事
安
水
章
翰
、
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閥
安
水
茂
助
の
各
氏
が
就
任
し
た
。
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届
け
出
て
な
い

小
作
契
作

　
は
つ
き
り
し
た
投
貸
借
契
約
は
な
い

一

の
で
す
が
、
先
代
か
ら
引
続
い
て
永
年

賃
借
し
て
き
た
畑
を
地
主
は
「
契
約
轡

も
な
い
し
、
農
業
委
員
会
に
も
届
け
出

て
い
な
い
か
ら

小
作
地
で
は
な
い
」
と

い
つ
て
い
ま
す
。
は
た
し
て
そ
う
て
し

よ

う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
答
　
伍
借
権
は
法
律
的
に
確
冗
し
て

い
る
か
ぎ
り
（
た
だ
し
昭
和
二
十
一
年
一

十
1
月
二
卜
一
日
以
降
は
農
業
姿
員
会
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好
調
の
肉

豚
共
同
出

仙

価
格
は
弟
一
回
川
荷
の
平
均
が
キ
ロ
当

大
根
占
腿
協
の
肉
豚
共
嗣
出
荷
は

順
調

り
一
五
八
川
、
（
斤
当
り
九
五
円
）
、

に
伸
び
’
出
荷
鵬
数
も
弟
一
回
ほ
わ
す
i
そ
の
後
W
合
と
い
つ
た
鋤
き
で
ゲ
。
な

か
四
塑
．
」
し
か
が
、
第
三
回
二
月
三
一
お
、
農
協
で
は
前
回
八
〇
古
二
、
二

O
z
）
九
頭
、
第
四
川
（
二
月
一
石
H
）
○
斤
）
以
ー
を
出
荷
す
る
よ
う
に
と
お

［
五
頭
、
第
五
圓
　
（
l
i
月
一
九
日
）
1
二
伝
え
し
ま
し
た
が
、
都
合
で
と
う
し
て

p
出
し
た
い
と
き
は
六
o
キ
t
r
　
（
l
o

o
斤
）
稗
度
で
も
さ
し
つ
か
え
な
い
と

い
つ
て
い
ま
す
。

「の蕎
を
登
て
整
し
た
も
の
で
な

け
れ
ぱ
皿
、
効
で
あ
る
）
た
と
え
そ
れ
が

書
面
に
よ
る
も
の
で
な
く
口
頭
に
よ
る

も
の
で
あ
つ
て
祇
法
律
上
の
効
力
に
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
農
地
法
二
賓
条
に

お
い
て
賃
貸
借
契
約
を
文
書
化
し
て
そ

の
内
容
を
朋
ら
か
に
す
る
よ
う
奨
励
し

そ
の
写
を
農
業
姿
員
会
に
提
出
す
る
よ

う
定
め
て
い
る
の
は
燈
業
委
員
会
が
提

出
の
あ
つ
た
契
約
言
の
写
を
小
作
契
約

台
脹
と
し
て
つ
づ
り
’
後
日
紛
争
を
牛

じ

た
場
合
な
ど
す
ぐ
滴
切
ゼ
活
動
で
き

る
よ

う
そ
の
n
料
と
し
て
保
存
し
て
お

く
た
め
で
あ
つ
て
、
そ
の
規
定
に
違
反

し
て
い
る
か
ら
と
云
つ
て
賃
貸
債
契
約

自

休
の
効
力
F
な
ん
ら
関
係
は
な
い
の

で
す
。
な
お
、
先
代
か
ら
引
き
続
い
て

耕
作
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
相
続
O

権
利
の
移
転
で
は
な
く
、
単
な
る
地
位

の
経
承
で
あ
り
ま
t
s
が
ら
耕
作
権
は
そ

の
ま

ま
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と

な
く
有
効

で
あ
り
ま
す
，

一


